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平成最後となる年末・年始を含んだ１３日間の冬休みが終わり、学校が

始まりました。

長い休みの明け、また、新年の始めということで、本来ならば全校生徒

が体育館に集まり、そこで校長として話をするところですが、寒い体育館

に朝から生徒を集め、ブルブル震えさせながら話を聞かせるのもどうかと

いうことで、今回は、生徒は各教室にいて、テレビ放送で年頭の話をしま

した。その際「日日是好日」という禅の言葉を引用して話をしました。

この「日日是好日」は結構有名な禅の言葉で、ご存知の方も多いことで

しょうが、読み方は諸説あり、その意味するところも解釈が分かれている

ようです。生徒には、そのことも伝えた上で、私としては「２度とはない

、 、 。」今日というかけがえのない日 その時を精一杯生きる やれることをやる

そうすることが「その日、その日が

素晴らしい日と思えることにつなが

る 」そして 「そう考えて、この１。 、

年間を過ごしてもらいたい 」という。

ような話にしました。

もっと深い意味の言葉だというご

意見もあるとは思いますが、私自身

への自戒の意味も込めて、子どもた

ちに、自らの日々の過ごし方を意識

してもらうきっかけとなってくれれ

ばという思いでいます。

１月５日の宇短大附属高の入試を皮切りに私立高校の前半の入試

が行われ、結果の発表も出始めています。９日（水）からは、進路

相談（県立受検に向けての三者面談）も始まりました。３年生は、

４月から事ある毎に「受験生」という呼び方をされ 「受験」の２文、

字がず～っと付きまとって、今まさにその真っただ中にいる状態で

す。ほとんどの人は、この先あと２ヶ月はそのプレッシャーと向き合っていかなければいけな

いことになりますが、精神的にも肉体的にも健康な状態を保って、頑張ってほしいものです。



実は私も最近知ったのですが、もともと干支に使われる漢字

は動物を表したものではなく、天体の動きから暦を表すのに使

われていたもので、そもそもは、季節によって移り変わってい

く植物の様子を表した漢字だったそうです。

今のように科学が発達していなかった時代には、植物の成長は人々にとっては死活問題であ

り、それを知るための暦はとても重要な役割を持っていました。だから、植物の成長を に12
区分してそれぞれそれに当てはまる漢字が割り当てられていたようです。それが動物に当ては

められるようになったのは、昔の中国で「人々が覚えやすいように」と、動物の名前を当ては

めて説明し、普及させたことが始まりだと言われています。

ですから、十二支を植物の一生と考えると 「亥年」の今年は、昨年、たわわに実った果実、

が種子となり、エネルギーを蓄えて次の世代へと向かう準備をするという意味の年なのです。

また、一方で、動物の猪のイメージから「万病を予防する」という意味もあるそうです。こ

れは、猪の肉に万病予防の効能があると信じられていることにより、ここから、無病息災の意

味が生じたのだとか。

ちなみに、猪はその猪突猛進な性質から、勇気と冒険の象徴ともされているのだそうです。

空気が乾燥する今の時期は毎年のことながら、インフル

エンザが流行します。本校でも、昨年度は学級閉鎖も行う

ような感染拡大が見られましたが、３年生にとっては大事

な受験時期、２年生にとっても、２月１日・２日の「スキ

ー教室」が控えています。１年生も部によっては「１年生

大会」などがあり、とにかく、全校をあげて「インフルエ

ンザの予防・感染拡大の防止」に努めていきたいと考えて

います。

そのためには 「保健だより」等でも伝えていますが、、

「手洗い 「マスク着用 「うがい 。そして、できるだ」、 」、 」

け「予防接種」を受けることが必要となります。

また、他人への感染を防ぐために「おかしい」と感じたら、早めに医療機関での診察を受け

るようにしてください。ご家庭のご理解とご協力をお願いします。

アンケートの集計結果（本校分）が出ました
月にご協力いただいた「うつのみやマネジメントシステム（学校評価 」のアンケートの11 ）

本校の集計結果が出ました。まだ、市全体の集計結果が出ていないため、結果データのホーム

ページへのＵＰは、後日改めて行う予定でいますので、もうしばらくお待ちください。

全体としては良好な評価をいただいているとは思いますが、いくつかの項目

では、改善に向けて努力を継続しなければいけない結果でした。特に「生徒

は、時と場に応じた言葉遣いをしているか」の項目に関しては、教職員も

改善の必要を強く感じており 「改善に向けての対策案提出」を職員の冬、

休みの宿題としました。今後出された意見を検討して、改善に向けての具

体的な取組を始めていくつもりでおります。


